













































































































































































































































































































































































































































































































































2日 7，168人、L67％8日 15，439人3．42％14日 45，019人8．01％20日 16，250人3．07％
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6 1，501 0．3612 日曜日
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18，903 3．84 24 130 0．03
7 6，122 L、37 13 66，316 13．19
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21日 345，707 154，440 44．67
22日 351957　　， 142，734 40．55
23日 日　曜　日
24日 353，325 63717　， 18．03
25日 353，578 23303　， 6．59






























































































































































































































9日 労相，労資交渉に出席 司令官，労資交渉に 労資交渉，妥結 「9人委員会」，．ﾟ捕
「9人委員会」の逮 参加せず さる
捕を命令 ボッフム市を占拠
ゼーヴェリング，強
制保安労働を命令
10日 ゼーヴェリング， 労資交渉，妥結
USPD・KPD・
サンデイカリストの
集会禁止
11日 「旧組合」ルール地
方代表者会議スト
中止を呼びかけ
15日 「9人委員会」を支
持する炭鉱代表者会
議を粉砕
17日 炭鉱代表者会議，ゼ
ネスト続行決議
23日 炭鉱代表者会議ゼ
ネスト続行決議
28日 ゼネスト，事実上終了
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た。①労働組合は経済政策的組織であり，政党政治的目的に悪用されてはな
らない。②ルール地方ゼネストは政党政治的目的を追求している。6時間作
業方の要求は，この政党政治的目的をおおい隠すために持ち出された。③6時
間作業方の即時実施は石炭生産を減少させ国民経済を危機におとし入れるた
め，6時間作業は徐々に実現されるべきである。④政府は至急鉱夫に食料を
　　　　配給せよ。
　政府軍は，ストライキの拡大に対し占領地域の拡大で応えた。7日から8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日の夜にかけてエッセン市を，そして9日にはボッフム市を占拠した。ルー
ル炭鉱業の中心都市が占拠されたのである。
　また，政府は，4月7日目閣議において，2つの重要な決定をおこなった。
第一に，労働大臣バウァー（Gus　tav　Bauer）のルール地方への派遣である。
労相は，「情勢から判断して，全国労兵評議会大会〔4月8日からベルリンで
開かれる予定であった一引用者〕への出席よりも，この任務の方がはるかに
　　　　　重要である」と考えていた。第二に，ゼーヴェリンク（Carl　Severing，　SPD）
の政府全権委員（Reichsk・mmissar）への任命である。国防大臣は彼に「第
7軍団司令官と共同し，貴君が必要と考えるあらゆる軍事的・政治的措置を
　　　　　　　　　とる」権限を与えた。
　「9人委員会」による最後通告期限の4月9日は，4月ゼネストにおける
（8）決議に対する賛否数は，史料によって異なっている。「旧組合」機関紙は，「反対4人
　を除く全員の賛成」と記している（。Aktions－Ausschuss　und　Gesamtvorstand　zur
　gegenwtirtigen　Lage“，　BAZ　vom　12．4．1919．）。ボッフム市（「旧組合1本部所在
　地）のSPD機関紙は，「賛成71，反対5」と伝えている（。Der　Bergarbeiter　＝　Ver－
　band　zurStreikbewegung‘；　VBB　vom　7．4．1919．）。　Spethmann　I，　S，287．は，
　出典を明記することなく，　「賛成71，反対35」と書いている。
（9）　Errettung　des　Ruhrgebiets，　S．　49－51．
（10）　H，　Schulze，　op．　cit．　S．　142．
（11）　Carl　Severing，　1919／1920　im　Wetter一　und　VVatterwinket，　Bielefeld　1927，　S，
　25．
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諸勢力の対抗関係を凝集して示していた。理解を容易にするため，まずはじ
めに，それを図示しておこう（第2図参照）。
（第2図）　1919年4月9日における諸勢力の関係
社会改良制度
政　　府　　代　　表
　　　　t仲裁
「9人委員会」
の逮捕を命令
非社会改良
4鉱夫組合・｡〉ルール炭鉱連盟
間接的にのみ参加
?
7
??
?
革
?
??
「9人委員会」
30万人鉱夫ゼネスト
革
?
　4月9日朝，かねてから待たれていた労相バウァーがルール地方に到着し
た。早速，彼を議長として労資の団体交渉がお・こなわれた。交渉には，4鉱
夫組合代表・「ルール炭鉱連盟」代表という当事者の他に，政府全権委員ゼー
ヴェリンク・ライヒ経済省代表・プロイセン商工省代表・デュッセルドルフ
県官庁代表・エッセン市長・「技術・工業職員組合」代表が出席した。団体交
渉における労資の主張は，次のごとくであった。
　（1）資本家側一賃銀を同じにしたままの作業方時間短縮は，企業の生産原価を上昇させ，
　企業利益を問題外にしてしまう。労働組合側は，6時間作業方の導入によって労働者を
　再び掌握できると主張しているが，それは誤まっている。ストライキは政治的動機によ
　っておこなわれており，たとえ経済的要求について譲歩したとしても，すぐ新たな要求
　が出されるであろう。また，国民経済も6時間作業方に耐え得ない。入出坑を含む6時
　間作男方が実施された場合，実働時間は4時四半になり，「暑い」炭鉱ではわずか2時間
　半になる。これは能率の急激な低下を引き起こし，出炭量を大幅に減少させるであろう。
　「それ故，現在の労働条件を無条件にかっ断固として維持することのみが，ストライキ
　と闘い，労働者を最終的に正気に立ち戻らせるのに適している。……政府に対しては，
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保安労働をおこなう旨を表明している職員・労働者がそれを妨害されずに実行できるよ
う，即時の軍事的保護を要請する」。
②鉱夫組合側一6時問作業方を導入しなければならない。現在の食料事情のもとでは，
労働者は6時間以上の坑内労働に耐えられない。6時間作業方の考えは，すでに労働者
にまったく強く根づいている。「スバルタキストの煽動が片付き，同時に，6時間作業方
の要求が承認されるならば，労働組合は再び労働者を掌握し，スバルタキストは役割を
演じ終えるであろう」。軍事的保護は余り成果を期待できない。それは，安寧の回復や保
安労働の確保のための適当な手段とは思われない。軍隊はしばしば労働者の憤激を買っ
ている。さらに，もし職員ド労働者の軍事的保護をおこなおうとするならば，炭鉱とそ
の入口だけでなく，入口に通じる道路をも確保する必要があるが，現在の軍事力ではま
ったく不充分である。また，軍は非常に多くの信頼できない分子をかかえており，たと
え数的に充分な軍事力があったとしても，充分な保護は期待できない。
（3）労働大臣一6時間作業方の導入によって鉱夫が平穏になることはないであろう。スバ
ルタキストは6時間作業方の導入によって大勝利を得ることになり，鉱夫組合はさらに
多くの労働者を失なうであろう。現在の労働条件を堅持すれば，ストライキは徐々に鎮
静化し，労働者は再び理性に帰り，自分の仕事に戻るであろう。
　以上のような主張が述べられた後，緊急保安労働の確保と労働者希望の保
護とが話し合われた。そして一旦休会した。休会中，労資の当事者を除いて，
労相・政府代表・政府全権委員ゼーヴェリンクおよび第7軍団代表のみの会
合が開かれ，仲裁案を決定した。
　「①ストライキ終結のためには労働者に対する譲歩が必要であると考えられ，7時間作
　業方の導入が決定された。鉱夫・炭鉱所有者・政府の代表各1名からなる専門委員会は，
　それ以上の労働時間短縮が国民経済と国内工業の世界市場競争力からみて実現可能かど
　うかを検討する。②ルール地方の男子住民に対し，強制保安労働を命ずる命令書をただ
　ちに布告する。③必要な兵力数を考慮して，全炭鉱の軍事的占拠を断念する。ただし，
　危険な地点にいつでも軍隊を派遣しうるように，充分な軍隊を特定地点に集結させる。」
　労相バウアーは，この仲裁案を労資双方に報告した。資本家側は，「それか
ら生じる結果に対する全責任を拒否するJと声明した上で，了承した。かく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1鋤して，朝10時に始まった会議は，夜10時に終った。
　ところで，この労資交渉に第7軍団司令官ヴァターは参加していなかった。
また，第7軍団の代表も，労資交渉の途中にお・こなわれた行政当局者のみの
（12｝　Spethmann　工，　S．299－302．
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会合に出席したのみであった。司令官ヴァターは，労資交渉に出席するよう
にとの政府全権委員ゼーヴェリンクの要請に，他の執務を口実として参加を
　　　　拒否した。4月9日はゼネストのピーク時であり，この時期の司令官ヴァタ
ーにとって，ゼネスト収拾以上に重要な執務があるはずはない。彼は，意図
的に労資交渉をボイコットしたのである。4月9日中労資交渉は，戦前には
見られなかった社会改良制度を表現していた。彼は，それをボイコットする
ことによって，自己の反社会改良的信念を表明したのである。．
　4月9日の労資交渉の最中，第7軍団は「9入委員会」のメンバーを逮捕
した。その際におこなわれた銃撃戦で，軍側に数人の負傷者，労働者側に数
　　　　　　　　人の死者をだした。
　さらに，9日，政府全権委員ゼーヴェリンクは，強制保安労働を命じる布
告をだした。
　「①満17歳以上50歳以下の全男子住民は，必要な場合，地方自治体当局の命令により，
　国民経済にとって必要な経営体を維持するため緊急保安労働をおこなう義務を負う。
　②第1項にもとつく命令にしたがわない場合，500マルク以下の罰金または1年以下の禁
　鋼に処す。」
　この布告の意義について，ゼーヴェリンク自身が解説している。「地方自治体
当局は，ストライキの精神的首謀者に緊急保安労働を課す手段を得た。……
彼らが命令に従った場合，彼らは運動から浮いてしまい，同志の不信を買っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔15｝た。命令を拒否した場合，彼らは当局による他の方法で無害にされた。」
　翌10日目も労資交渉がおこなわれ，クナップシャフト給付の改善について
　　　　　　　合意が成立した。
　1！日，労資交渉の成果をふまえて’ゼネストを終結させるべく，「旧組合」は
ルール地方代表者会議を招集した。会議には，あくまでも6時間作業界の実
（13）　C．　Severing，　op．　cit．　S．　31．
（14）　Errettung　des　Ruhrgebiets，　S．　52．
（15）　C．　Severing，　op，　cit，，　S．　32．
（16）　”Knappschaftliche　Forderungen　bewMigt，BAZ　vom　19．4。19ユ9．
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現を目ざしてストを続行するよう主張する無視できない少数派が存在したが，
結局，「会議は労資交渉における組合指導部の態度を了承し，……全組合員に
ただちに労働を再開するよう勧める」という決議を，賛成217，反対82，無効
　　　　　　18で採択した。
　政府’・労働組合の以上のような動きに対抗して，15日，スト労働者の代表
者会議が開かれた。会議は最初エッセンで開かれる予定であったが，エッセ
ンが戒厳状態下にあったため，戒厳状態でない小さな村に会場を移して開か
れた。会議には，「キリスト教鉱夫組合」組合員からKPDまでを含む650人
が参加した。議長の報告が終り，各地区からのスト状況が報告されている最
中，会場は「リヒトシュラーク義勇軍」にとり囲まれた。政府軍が現われた
場合には平穏に退出することを予め決めてあったため，議長は退出を呼びか
けた。ところが，突然外から銃声が響き，．弾丸が窓を破った。会場はパニッ
クにおちいった。参会者は我先にと逃げようとしたが，義勇軍は発砲しなが
らほぼ全員を逮捕した。その際，1人が射殺され，負傷もでた。彼らの一部
はまもなく釈放され，他の一部はエッセンまで護送され，そこで釈放された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼らはその間，ずっと手を上げていることを命じられた。
　会議の粉砕は，軍の独断的行動であった。また，前例のないものであった。
鉱夫は憤激した。そのため，政府全権委員ゼ；ヴェリンクは，17日，参加者
の保護を約束した上で，15日の会議の参加者全員をドルトムントに集め，会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議を開かせた。会議は，従来の要求を確認し，スト続行を決議した。
　23日，再びスト労働者の代表者会議が開かれた。会議はスト続行と緊急保
安活動の拒否を決議した。しかし，出席を呼びかけられた600人のうち200人
しか出席しなかった事実が示すように，ゼネストの退潮はおおうべくもなか
（17）　。鴨ederaufnahme　der　Arbeit　beschlossen‘‘，　VBB　vom！2．4．1919．
（18）　C．Severing，　op．　cit．，　S．42－44．；Spethmann　I，　S．309－310．；”Zur　Spren一
　　　　　　　　　　　　　　るるgung　der Bergarbeiterkonferenz，AZE　vom　17．4．1919．
（19）　Spethmann　I，　S．389－390．
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　　つた。
　かくして，4月ゼネストは，正式の終結宣言もないまま，徐々に，そして
徐々にのみ崩壊していったのである。
V．綜括
　1918年11月3日に始まった革命は，さしあたり兵士運動であった。やがて
ルール鉱夫も起ち上がった。彼らは一方で職制追放・労働者管理への意志を
表明し，また他方で反労働組合的傾向をも示した。
　1919年1月13日に結成された「9人委員会」は，それまで個々におこなわ
れていた鉱夫運動を統一的にまとめあげる組織的中核となった。しかしこの
統一は，同時に，運動目標の曖昧さを伴なっていた。
　その間，政府は「労働協約令」（1918年12月23日）によ．って，労資の団体交
渉＝労働協約を法的に支持した。また，軍部は，義勇軍の建設によって軍事
力の回復を図り，ついに「兵士総評議会」の解体に成功した。
　義勇軍と労働者評議会との武力衝突に端を発した2月ゼネストは，短期聞
に完全な敗北をもって終った。政府軍は軍事的に勝利した。2月ゼネストを
契機に，SPD・USPD・KPDの“プロレタリアートの統一”は崩壊し
た。
　4月ゼネストは，革命と反革命，社会改良と非社会改良との重層的な構造
を明示した。4月ゼネストは，社会改良の側からの若干の譲歩（7時間作業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s方）を引きだしたものの，敗北していった。
　2月ゼネストお・よび4月ゼネスト敗北のもっとも重要な理由の一つは，軍
事力において労働者が圧到的に劣位だったことにある。それは，革命の始ま
eO）　”Vom　Streik－zum　Putsch“C VBB　vom　25．　4．1919．
一97一
630
り方に起因している。革命の始まる時，旧権力はほとんど何らの抵抗もおこ
なわなかった。武力衝突はなかった。そのため，軍事ガの重要性が労働者に
意識されるのが遅れたのである。1年後，労働者は，1920年3月のカップ叛
乱に対し，本格的な武装闘争をおこなうであろう。・それについそは，稿を改
めて論じようQ
（附記）本稿は，昭和53年度科学研究費補助金奨励研究（A）にもとつく研究成果の一部
　　　である。
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